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課題群ごとの打ち手仮説

打ち手仮説
当事者

発荷主 運送 着荷主

パレット輸送による積込、荷卸しの作

業負担軽減

家庭紙専用パレット普及の問題点整理（積込、

荷卸の問題点洗い出し）
○ ○ ○

パレット輸送に合わせた荷役作業の共

通化・マニュアル化

パレット利用に合わせた納品先の倉庫オペレー

ション（積み卸し方法、保管方法、機器、荷役ホ

ーム等）の統一

○ ○

パレット利用に合わせた作業員が行う作業の手

順共通化、作業マニュアル化の徹底
○ ○

生産集積地におけるレンタルパレットの運営体

制、管理体制の構築
○ ○ ○

課
題
Ａ
群
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データ収集・検証：パレット利用普及に向けた課題洗い出し

課題A群

家庭紙メーカー工場

センター／卸売倉庫

パレットプール

回収
（帰り荷）

レンタル

専用パレット積付

専用パレット卸し

フォークリフト
による荷役

周辺工場 • フォークリフトによる荷役に必要な機材、
人員の確保

• フォークリフトによる荷役に適したバース
の整備・改良

•専用パレットへの積み付けが可能なパレ
タイザーの改修

•各工場のオペレーション共通化、マニュア
ル化

•パレット単位の保管に適したレイアウト
•他商品との相積みの実施可否
•紙パレットの利用可否
•導入コストの運賃転嫁に対する理解醸成

フォークリフト
による荷役

出荷

納品

 メーカーが共同で家庭紙専用パレットを運用することで、効率化につながっている。

 中小メーカーも含めたより多くの関係者にパレットの利用を浸透させるため、パレット利用の障壁となっている課題の洗い出
し、分析を行う。

※既存のパレット共同
運用の仕組みを利用

課題として想定されることパレット利用のイメージ
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課題群ごとの打ち手仮説

打ち手仮説
当事者

発荷主 運送 着荷主

少量多頻度発注の抑制

パレット・カゴ車単位の発注による発注量の平

準化・小ロット多頻度発注の抑制
○ ○

センター発注による少量多品種化の抑制（小売

の共同配送センター利用）
○

○

オペレーション改善による店舗納品の効率

化

自動配車システムによる店舗納品の効率化 ○ ○ ○

カゴ車を利用した納品に合わせた店舗の保管

場所、荷受けオペレーションの見直し
○ ○ ○

在庫、入出荷情報の可視化によるスムーズな納

品
○ ○ ○

予約システム、納品時間指定による荷待ち時間

の削減
○ ○

小売、卸売、メーカーで共通のQRコード、RFID

利用による検品の効率化
○ ○ ○

課
題
Ｂ
群
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データ収集・検証：小売からの発注・納品の現状把握

課題Ｂ群

卸倉庫

店舗

 小売店舗への納品において、小ロット化、配送先の増加などによって配送効率が低下する問題が生じている。

 小売店舗やセンターへの納品時の様子をセンサーまたはカメラを通じてデータ収集し、問題点や改善点について分析を行
う。

店舗

店舗

製品

センサーまたはカメラ

バックヤード

納品状況

製品

製品

•特定の日や時間に発注や納品が集
中する場合は平準化を検討

•在庫に余裕がある場合は次回と併せ
て納品するなど、小ロット化抑制を検
討

改善につなげる検討

納品時の問題点を
把握

• 荷役上の問題点
• 発注のタイミング・方法（店舗ごとの発注
基準、在庫量との関係、頻度等）

• 発注あたりのロット数（店舗ごとの発注量）
• 日、曜日による発注量の差、配送オペ
レーションの違い

測
定
項
目

バックヤード

バックヤード

納品

納品

納品




